
熱かった「体育大会」 

学級の響き「合唱祭」 

本
校
は
平
成
十
七
年
度
か
ら
、
二
学
期

制
に
よ
る
学
校
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
こ

の
二
学
期
制
と
い
う
の
は
、
一
年
を
前
期
・

後
期
と
い
う
二
つ
の
学
期
に
分
け
て
生
活

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
 

二
学
期
制
に
変
え
た
の
は
、
大
き
く
次

の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で

す
。
 

・
授
業
時
間
数
が
増
え
、
ゆ
と
り
を
持
っ

て
確
実
な
学
習
が
で
き
る
 

・
生
徒
会
活
動
と
時
期
が
合
い
、
 

前
期
…
体
育
大
会
　
後
期
…
合
唱
祭
 

な
ど
行
事
の
目
玉
も
は
っ
き
り
す
る
 

・
夏
の
市
大
会
前
に
部
活
動
へ
力
が
入
れ

ら
れ
る
 

・
懇
談
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
 

十
七
年
度
の
体
育
大
会
で
は
、
団
演
技

に
感
動
し
ま
し
た
。
三
年
生
が
夏
休
み
前

か
ら
ど
ん
な
演
技
に
す
る
か
考
え
始
め
、

休
み
中
に
練
習
を
し
、
休
み
明
け
に
下
級

生
に
教
え
る
の
で
す
。
教
え
方
も
う
ま
く
、

ま
と
ま
り
の
あ
る
動
き
と
迫
力
あ
る
演
技
・

楽
し
い
演
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
合
唱
祭
で
は
学
級
づ
く
り
の
姿

を
合
唱
で
表
す
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
み
、

ど
の
学
級
も
心
が
伝
わ
る
美
し
く
響
い
た

合
唱
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

            は
っ
き
り
し
た
目
玉
（
目
的
）
の
設
定

と
練
習
時
間
の
確
保
が
で
き
、
二
学
期
制

の
良
さ
が
生
か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
 

授
業
に
向
か
う
積
極
的
な
姿
勢
、
真
剣

な
掃
除
姿
勢
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
、
部
活

動
や
ク
ラ
ブ
の
大
会
で
の
入
賞
、
文
化
系

の
コ
ン
ク
ー
ル
や
大
会
で
の
受
賞
な
ど
、

生
徒
た
ち
の
努
力
の
成
果
が
表
れ
て
き
て

い
ま
す
。
す
べ
て
が
二
学
期
制
に
か
か
わ

っ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
本
校
は

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名

が
辻
」
が
始
ま
っ
て
、
三
カ
月
。

主
人
公
は
、
山
内
一
豊
と
妻
・
千

代
。
昭
和
三
十
八
年
の
第
一
作
か

ら
現
在
ま
で
の
通
算
四
十
五
作
品

の
う
ち
、
女
性
主
人
公
の
物
語
は
、

平
成
十
四
年「
利
家
と
ま
つ
」
以

来
、
今
回
で
七
作
品
目
で
す
。
 

「
内
助
の
功
」
で
有
名
な
千
代

は
、
ド
ラ
マ
の
中
で
「
よ
く
寝
、

よ
く
食
べ
、
よ
く
笑
う
」
明
る
い

性
格
と
機
転
で
、
家
来
二
人
の
下

積
み
時
代
か
ら
夫
を
支
え
、
つ
い

に
は
山
内
家
を
土
佐
二
十
四
万
石

ま
で
盛
り
立
て
ま
す
。
 

一
方
、
長
浜
、
京
、
大
坂
な
ど
、

住
ま
い
を
転
々
と
（
転
勤
）
し
な

が
ら
、
主
に
仕
え
る
姿
を
現
代
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
例
え
ら
れ
る
一

豊
。
不
器
用
で
、
誠
実
さ
以
外
大

し
た
取
り
え
も
無
い
彼
が
信
長
、

秀
吉
、
家
康
と
主
を
替
え
、
苦
し

み
な
が
ら
も
戦
国
の
世
を
生
き
抜

く
姿
は
、
現
代
社
会
を
生
き
る
わ

れ
わ
れ
に
も
多
く
の
共
感
を
呼
び

ま
す
。
 

「
内
助
の
功
」
と
は
、
夫
の
外

部
で
の
働
き
を
支
え
る
妻
の
功
績

を
い
う
よ
う
で
す
が
、
実
際
の
二

人
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
二
人
の
間
に
子
ど
も
は
無

く
、
大
名
に
な
っ
て
も
生
涯
千
代

た
だ
一
人
を
愛
し
た
一
豊
は
同
僚

か
ら
、
そ
の
堅
物
さ
を
何
度
も
か

ら
か
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
「
男
が

主
、
女
が
従
」
と
い
う
時
代
背
景

の
な
か
で
、
二
人
は
互
い
に
信
頼

し
、
協
力
し
合
い
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
精
一
杯
出
し
切
り
、
生

き
抜
い
た
の
で
す
。
夫
婦
間
の
役

割
は
、
互
い
の
話
し
合
い
と
理
解

で
決
め
れ
ば
よ
い
も
の
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 


